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富山短期大学は、1963 年富山女子短期大学として開学しました。

以来 56 年間、地域に開かれた大学として、保育・幼児教育、食と健康、福祉・介護、

地域ビジネスの担い手の育成に努め、2万人を超える人材を輩出してきました。

また、教育・研究の成果を地域社会に還元するために、県・市町村と連携した地域で

の公開講座、高等学校等におけるキャリア教育や進路指導の一助として出張授業なども

行ってきました。

出前講座や出張授業を希望される学校や地域の皆様が、このプログラムを活用され、

ご遠慮なくお申し込み頂ければ幸いに存じます。

実施にあたって
⃝�①高等学校等の出張授業、進路指導、講演会など、②市町村、公民館、各種団体の研修会、勉強会、講演会など
を開催される場合に、このプログラムをご利用ください。

⃝�裏面の申込書により、FAXにてお申し込みください。�
本学担当者からご連絡させていただき、詳細について打ち合わせさせていただきます。

⃝�掲載の講義テーマは、あくまで一例です。ご希望のテーマがございましたら、遠慮なくお申し出ください。
⃝費用　�①高等学校等の場合、謝金、交通費等は一切不要です。�

②高等学校等以外の場合、お申し込み団体のご予定に応じてお受けいたします。

食物栄養学科・専攻科食物栄養専攻
県内唯一の栄養士養成校として、「食」の面から人々の健康を管理する高い知識と技術を身につけた栄養

士の養成をめざしています。また、教員の研究活動は広く地域に発信され、専門性を活かした地域貢献に�
取り組んでいます。

幼児教育学科
時代のニーズに対応した、専門性と人間性（優れた感性と子どもへの深い愛情）を備えた質の高い保育者

の養成をめざしています。また、教員と現場との共同研究や毎年開催される幼児教育研究会など、保育の質
の向上に資する貢献を行っています。

経営情報学科
グローバル経済や情報化が進む中で、ビジネス実務に関する実践的な知識・技能を生かして、地域経済の

発展に貢献できる人材の育成をめざしています。また、情報や経営、会計など幅広い教育研究の集積を生か
して、幅広い地域貢献に取り組みます。

健康福祉学科
超高齢社会を迎え、福祉の基盤である健康の視点を重視し、介護福祉施設や福祉ビジネスを担う人材、�

社会福祉士課程への編入学をめざす人材を育成しています。また、介護・看護・福祉の実務家教員による、
地域や事業所への出講にも取り組んでいます。

学長　宮 田  伸 朗



食物栄養学科・専攻科食物栄養専攻　教員紹介 高校生対象… 高校生 　一般対象… 一　般
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学科長・教授

■経 歴 静岡大学卒業
静岡大学大学院修了
日清オイリオグループ株式会社
博士（農学）

■専 門 分 野 食品栄養学　脂質栄養学
■研究テーマ 脂肪酸の栄養　ホタルイカの健康機能
■担当授業科目 食品学総論　食品学各論　食品加工学など

【講義テーマ例】―――――――――――――――――――
①��油脂の栄養学（中鎖脂肪酸、トランス脂肪酸など）�
　　　��

②進化栄養学について�　　　��
③発酵食品と腸内細菌�　　　��

深
ふか

井
い

康
やす

子
こ

教務部長・教授

■経 歴 日本女子大家政学部食物学科卒業
日本女子大学大学院家政学研究科修了
富山県立大学大学院工学研究科博士後期課
程単位取得満期退学　博士（工学）

■専 門 分 野 調理科学　食文化
■研究テーマ 「伝え継ぐ　日本の家庭料理」富山県の調査

富山の食文化と菓子木型
■担当授業科目 調理学　調理学実習　調理学特論など

【講義テーマ例】―――――――――――――――――――
①調理のコツと科学�　
②次世代に伝え継ぐ　富山の食文化�　　　��
③健康生活を送るための食の知恵�　　　��
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子
こ

准教授

■経 歴 佐伯栄養学校管理栄養士特例科卒業
富山県教育職員（栄養教諭・学校栄養職員・
県教委指導主事）

■専 門 分 野 食育、栄養教育、給食管理、衛生管理
■研究テーマ 栄養教諭育成に関する指導

集団給食における栄養管理及び衛生管理
■担当授業科目 給食管理論　栄養教育実習指導など

【講義テーマ例】―――――――――――――――――――
①児童生徒の望ましい食習慣について�　　　��
②集団給食施設の栄養管理・衛生管理について�
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康
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講師

■経 歴 関西大学社会学部社会学科卒業
関西大学社会学研究科修了　修士（社会学）
関西大学社会学研究科博士後期課程単位取得満期退学
富山国際大学講師

■専 門 分 野 教育社会心理学
■研究テーマ 人間の動機づけについて

心理的要因が食行動に与える影響など
■担当授業科目 教育心理学　教育相談　コミュニケーション論など

【講義テーマ例】―――――――――――――――――――
①�糖質制限ダイエットの実践－効果はあるのか－�
　　　��

②現代社会とコンビニ利用�

角
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だ
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講師

■経 歴 中京女子大学健康科学部健康栄養学科卒業
中京女子大学大学院健康科学研究科修了　修士（健康科学）
国立長寿医療研究センター流動研究員
鹿児島純心女子大学看護栄養学部健康栄養学科助手

■専 門 分 野 衛生学
■研究テーマ カビ毒、キノン化合物のミトコンドリア毒性

栄養素とメンタルヘルスの関連性
■担当授業科目 食品衛生学　公衆衛生学など

【講義テーマ例】―――――――――――――――――――
①�食品の安全性～食中毒を引き起こす微生物の秘密～�
�　　　��

②みんなの健康をみんなで考える�　　　��
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講師

■経 歴 富山大学薬学部卒業
富山大学大学院医薬薬学教育部修了
博士（薬学）　薬剤師
富山大学和漢医薬学総合研究所

■専 門 分 野 生化学
■研究テーマ 脂質代謝に対する食品の影響

がん悪液質と食品成分
■担当授業科目 栄養学総論　生化学など

【講義テーマ例】―――――――――――――――――――
①遺伝子と栄養�
②食と薬�　　　��
③おいしく健康に!?�薬膳の基本�　　　��

高校生 一　般
高校生 一　般
高校生 一　般
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高校生 一　般
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専攻科長・教授

■経 歴 富山医科薬科大学医学部医学科卒業
富山医科薬科大学大学院医学研究科博士課
程修了　博士（医学）　科学技術庁新技術事
業団研究員　フランス国立科学研究所研究
員　富山医科薬科大学医学部助教授

■専 門 分 野 脳神経科学　脳機能解析学
■研究テーマ 栄養・作業・運動療法による認知症治療

発芽玄米摂取によるアレルギー治療
■担当授業科目 臨床医学　解剖生理学　外国語文献購読など

【講義テーマ例】―――――――――――――――――――
①脳の働き�　　　��
②身体と心のしくみ・発達�　　　��
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教授

■経 歴 女子栄養短期大学食物栄養科卒業
愛媛大学大学院修了　修士（農学）
富山県職員（富山県立中央病院、保健所等）

■専 門 分 野 臨床栄養学
■研究テーマ 必要エネルギーと体質を考慮した生活習慣病

予防のための栄養指導
■担当授業科目 臨床栄養学　臨床栄養学特論　公衆栄養学

特論など
【講義テーマ例】―――――――――――――――――――
①生活習慣病と食事�　　　��
②管理栄養士・栄養士の仕事�
③各世代ごとの食事（おいしく食べて健康に）�　　　��

大
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准教授

■経 歴 川崎医療福祉大学大学院医療技術学専攻修了
修士（臨床栄養学）

■専 門 分 野 応用栄養学　病態栄養学
■研究テーマ 食物の摂取と食後血糖上昇抑制
■担当授業科目 応用栄養学　応用栄養学実習　食生活論な

ど
【講義テーマ例】―――――――――――――――――――
①食物摂取と糖尿病との関係�　　　��
②栄養を正しく理解する�　　　��
③�管理栄養士・栄養士について―業務内容から国家試験ま
で―�
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講師

■経 歴 兵庫大学健康科学部卒業
武庫川女子大学大学院生活環境学研究科食
物栄養学専攻博士後期課程修了　博士（食物
栄養学）

■専 門 分 野 栄養教育　行動科学　スポーツ栄養
■研究テーマ 栄養摂取と不定愁訴　SOCとの関連
■担当授業科目 栄養指導論　栄養指導論実習　献立作成実

習など
【講義テーマ例】―――――――――――――――――――
①食行動を変えるためには�　　　��
②栄養士について�
③スポーツと栄養学�　　　��
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高校生
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講師

■経 歴 名古屋女子大学家政学部食物栄養学科卒業
愛知県臨時的任用栄養職員
中部大学応用生物学部食品栄養科学科管理
栄養科学専攻助手

■専 門 分 野 調理科学
■研究テーマ 富山県の家庭料理の調査
■担当授業科目 調理学実習　調理学実験　給食管理実習など

【講義テーマ例】―――――――――――――――――――
①調理による色の変化�
②身近な調理と科学�

高校生
高校生



幼児教育学科　教員紹介
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学科長・教授

■経 歴 筑波大学人間学類教育学専攻卒業
富山県立学校教員
富山県立保育専門学院副院長
富山県立福岡高等学校長
立山博物館長

■専 門 分 野 日本教育史
■研究テーマ 人間形成における環境の意義
■担当授業科目 教育原理　教育方法論など

【講義テーマ例】―――――――――――――――――――
①幼児教育の魅力�
②富山の教育の特色�　　　��
③これからの子育て・孫育て�

石
いす

動
るぎ

瑞
みず

代
よ

みどり野幼稚園園長
教授

■経 歴 お茶の水女子大学家政学部児童学科卒業
日本大学大学院総合社会情報研究科人間科
学専攻修了�修士（人間科学）
児童相談所・県立保育士養成施設
社会福祉士

■専 門 分 野 保育学
■研究テーマ 乳児保育　保育者の専門性　保護者支援
■担当授業科目 保育原理　乳児保育　家庭支援論など

【講義テーマ例】―――――――――――――――――――
①赤ちゃんを知ろう～育ちとかかわり�　　　��
②子育ち・親育ちを支える保育とは�　　　��
③子どもの育ちをめぐる社会環境�

中
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山
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里
さと
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副学科長・准教授

■経 歴 女子美術大学芸術学部卒業
富山県立学校教員

■専 門 分 野 美術・造形
■研究テーマ 造形表現（ミクストメディアによる表現につ

いて）
■担当授業科目 保育内容（造形表現）　図画工作　保育実習

指導

【講義テーマ例】―――――――――――――――――――
①�ミクストメディアによる表現について�　　　��
②作って遊ぶ造形�　　　��

大
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准教授

■経 歴 国際武道大学卒業
佛教大学大学院修了　修士（教育学）

■専 門 分 野 教育学　体育学
■研究テーマ 主体的学習　運動遊び　健康
■担当授業科目 体育実技　体育講義　保育内容（健康）など

【講義テーマ例】―――――――――――――――――――
①子どもの運動遊び�
②集団遊びの方法�
③子どものスポーツ教育について�

嶋
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野
の

珠
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准教授

■経 歴 東京大学教育学部教育心理学科卒業、お茶の水
女子大学大学院家政学研究科児童学専攻修了　
修士（家政学）、京都府スクールカウンセラー、
京都府私立幼稚園連盟キンダーカウンセラー、
京都府児童虐待防止アドバイザ―など

■専 門 分 野 臨床心理学
■研究テーマ 保育カウンセリング　保護者支援　トラウマ治療
■担当授業科目 保育の心理学　子ども家庭支援の心理学

幼児理解と教育相談など
【講義テーマ例】―――――――――――――――――――
①乳幼児期のこころの発達�　　　��
②親に寄り添う子育て支援�
③自己肯定感を高める前向き子育て�
④子どもと感情の育ち�　　　��

高校生
高校生 一　般

一　般

高校生 一　般
高校生 一　般

一　般
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教授

■経 歴 関西学院大学大学院博士後期課程単位取得
富山女子短期大学文学科英文専攻
富山国際大学国際教養学部外国語専攻

■専 門 分 野 英米文学　英語教育
■研究テーマ イギリス　ロマン主義　ＥＳＰ
■担当授業科目 英語　外国語文献講読

【講義テーマ例】―――――――――――――――――――
①世界の童話�
②保育の場面で役立つ英語�

梅
うめ

本
もと

恵
めぐみ

地域連携センター長
教授

■経 歴 大阪市立大学文学部卒業
武庫川女子大学大学院臨床教育学研究科修了
関西学院大学大学院教育学研究科博士後期
課程単位取得満期退学　修士（臨床教育学）

■専 門 分 野 幼児教育学
■研究テーマ 保育内容と方法　幼児期のジェンダー
■担当授業科目 保育内容総論　保育内容（言葉）　

保育・教職実践演習など

【講義テーマ例】―――――――――――――――――――
①子どもと言葉遊び�　　　��
②遊びと環境構成�　　　��
③性の多様性と子どもたち�　　　��

難
なん

波
ば

純
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子
こ

准教授

■経 歴 園田学園女子大学人間健康学部幼児教育学
科卒業
兵庫教育大学大学院学校教育研究科修了�
修士（学校教育学）
幼稚園教諭　保育士

■専 門 分 野 保育・幼児教育　幼児の音楽表現
■研究テーマ 保育内容（表現）　幼児の表現活動
■担当授業科目 音楽　保育内容（音楽表現）　教育実習など

【講義テーマ例】―――――――――――――――――――
①たのしい手遊び・歌遊び�
②幼児の生活から生まれる音楽表現とは�

松
まつ

居
い

紀
き

久
く

子
こ

准教授

■経 歴 富山市立看護専門学校卒業
富山医科薬科大学附属病院
介護労働安定センター非常勤講師
富山短期大学福祉学科

■専 門 分 野 子どもの健康　介護福祉
■研究テーマ 子どもの健康　ICTを活用した生活支援技術
■担当授業科目 子どもの保健　乳児保育　保育実習指導（施設）

【講義テーマ例】―――――――――――――――――――
①子どもの病気�
②子どもの危険を考える�
③子育てと介護「ダブルケアを乗り切る」�

明
あけ

柴
しば

聰
さと

史
し

講師

■経 歴 聖和大学幼児教育学科卒業
関西学院大学大学院教育学研究科修了修士
（教育学）

■専 門 分 野 子ども家庭福祉
■研究テーマ 社会的養護　保育者の専門性
■担当授業科目 社会的養護　保育相談支援　保育者論など

【講義テーマ例】―――――――――――――――――――
①施設で働く保育士の仕事�
②保育士の専門性とは�
③社会的養護の理念の実現のために�　　　��

高校生
高校生

高校生 一　般
高校生 一　般

高校生 一　般

高校生
高校生

高校生
高校生

一　般

高校生
高校生

高校生 一　般



経営情報学科　教員紹介

木
き

元
もと

清
きよ

明
あき

学科長・教授

■経 歴 関西学院大学商学部卒業
関西学院大学大学院商学研究科博士前期課
程修了　修士（経営学）�
パナソニック株式会社

■専 門 分 野 経営学　マーケティング
■研究テーマ 企業の国際化
■担当授業科目 経営学の基礎　現代企業と社会

【講義テーマ例】―――――――――――――――――――
①�ビジネスパーソンとして必要なスキルと教養�
②身近な事例から経営学を考える�
③国際ビジネスとはなにか？�

三
み

上
かみ

雅
まさ

弘
ひろ

教授

■経 歴 上智大学外国語学部卒業
米コロンビア大学大学院修了　修士（TESOL）

■専 門 分 野 英語教育
■研究テーマ 英語教授法
■担当授業科目 総合英語　ビジネス英語

【講義テーマ例】―――――――――――――――――――
①英字新聞を読む�　　　��
②ニュース英語を聴く�　　　��

高
たか

木
ぎ

綾
あや

子
こ

准教授

■経 歴 玉川大学教育学部卒業
㈱富山テレビ放送　㈱中部日本放送　㈱
チューリップテレビ　㈱北日本放送　報道
記者・アナウンサー

■専 門 分 野 キャリアデザイン　ビジネスマナー　サー
ビス接遇　秘書学

■研究テーマ 人的資源管理　キャリアデザイン　秘書学
■担当授業科目 キャリアデザイン　キャリア形成支援

表現コミュニケーション技法
【講義テーマ例】―――――――――――――――――――
①コミュニケーション能力を向上させる方法�
②心に寄り添う接遇マナーとは�

森
もり

井
い

泉
ずみ

仁
ひとし

准教授

■経 歴 富山大学理学部物理学科卒業　学士（理学）
日立マクセル㈱
立山科学工業㈱

■専 門 分 野 ビジネス総論　エネルギー（電力、電池、
EV）

■研究テーマ “徳育”と物理的運動法則の融合
■担当授業科目 ビジネス実務演習　現代社会と新聞　

インターンシップ
【講義テーマ例】―――――――――――――――――――
①ビジネススキル演習�
②�最新の電池やエネルギー、電気自動車�　　　��
③革新ビジネスと創造力トレーニング�

田
た

中
なか

夕
ゆ

香
か

子
こ

准教授

■経 歴 金沢大学教育学部卒業
株式会社富山富士通

■専 門 分 野 情報学　教育工学
■研究テーマ ICT利活用　ICT人材の育成
■担当授業科目 表計算演習　データベース基礎論

【講義テーマ例】―――――――――――――――――――
①仕事でOfficeソフトウエアを活用�
②Javascript入門講座（Webに活用）�
③Microsoft�Wordで作るオリジナル年賀状�

藤
ふじ

野
の

裕
ゆたか

講師

■経 歴 立教大学経済学部卒業
立教大学大学院経済学研究科博士前期課程
修了　修士（経済学）
立教大学大学院経済学研究科博士後期課程
単位取得退学

■専 門 分 野 会計学
■研究テーマ 会計の基礎概念
■担当授業科目 会計学　簿記論

【講義テーマ例】―――――――――――――――――――
①財務分析の基礎�
②「競争」で社会は豊かになるのか？�
③事業所現状把握調査からみる地方都市の現状�

高校生
高校生

一　般

高校生 一　般
高校生 一　般

高校生
高校生

高校生
高校生 一　般
一　般

高校生
高校生

一　般

高校生
高校生

一　般

立
たつ

島
しま

真
まこと

学生部長・教授

■経 歴 中京大学体育学部卒業
富山女子短期大学助教授

■専 門 分 野 体育学　測定評価
■研究テーマ 短大生の運動と身体状況
■担当授業科目 健康スポーツ　運動と健康　総合的研究な

ど
【講義テーマ例】―――――――――――――――――――
①社会状況と我々の健康に関すること�
②健康寿命に関すること�

小
こ

西
にし

孝
たか

史
し

副学科長・准教授

■経 歴 新潟大学大学院自然科学研究科博士前期課
程修了
新潟大学大学院自然科学研究科博士後期課
程修了　博士（工学）
新潟大学災害復興科学センター　特任助教

■専 門 分 野 知能情報学　認知科学　福祉工学
■研究テーマ マルチエージェント　複雑系　GPS　GIS
■担当授業科目 情報システム論　ネットワーク論

【講義テーマ例】―――――――――――――――――――
①スマホで自分の位置がわかる仕組み�
②プログラミング入門講座�

東
ひがし

野
の

善
よし

男
お

准教授

■経 歴 同志社大学商学部卒業
日本福祉大学大学院国際社会開発研究科修
士課程修了　修士（開発学）

■専 門 分 野 図書館全般
■研究テーマ 司書資格とキャリアデザイン　図書館とま

ちづくり
■担当授業科目 図書館概論　図書館制度・経営論

【講義テーマ例】―――――――――――――――――――
①身近にある図書館を積極的に使う！�　　　��
②世界中の様々な図書館を見てみよう�　　　��
③フリーペーパーはおもしろい�

篠
しの

田
だ

隆
たか

行
ゆき

准教授

■経 歴 横浜国立大学経営学部卒
東京大学大学院教育学研究科修士課程修了
修士（教育学）
株式会社りそな銀行
学校法人國學院大學財務部

■専 門 分 野 経済学　経営学　高等教育論
■研究テーマ 経営組織論　デザイン経営　高等教育論
■担当授業科目 経済学の基礎　日本経済論

【講義テーマ例】―――――――――――――――――――
①大学・短大への進学・シチズンシップを考えよう�
②読書を通じて「教養」を身につけよう�
③企業経営における金融機関との上手な付き合い方�

春
はる

名
な

亮
りょう

准教授

■経 歴 大阪工業大学工学部卒業、大阪府立大学大学
院工学研究科博士前期課程修了　修士（工学）、
大阪大学大学院情報科学研究科博士後期課程
修了　博士（情報科学）、金沢学院大学経営情
報学部講師、金沢学院大学スポーツ健康学部
講師、金沢学院大学基礎教育機構准教授

■専 門 分 野 社会システム工学
■研究テーマ マネジメントサイエンス
■担当授業科目 情報処理概論　コンピュータ概論

【講義テーマ例】―――――――――――――――――――
①サービス向上のためのデータ分析入門�
②環境にやさしいものづくりと経営�

高校生
高校生

高校生
高校生

高校生 一　般
高校生 一　般

一　般

高校生
高校生

一　般

一　般
高校生



健康福祉学科　教員紹介

関
せき

好
よし

博
ひろ

学科長・教授

■経 歴 日本福祉大学社会福祉学部卒業�
日本福祉大学大学院　社会福祉学研究科　
社会福祉学専攻(通信教育課程)修了
修士（社会福祉学）
（福）高岡市社会福祉協議会　福祉課

■専 門 分 野 地域福祉活動　福祉教育
■研究テーマ ふれあいサロン活動　ボランティア活動ほ

か
■担当授業科目 社会保障論　ボランティア演習　地域福祉

論など

【講義テーマ例】―――――――――――――――――――
①ほんとに知ってる？ボランティア�
②相談援助とコミュニケーション技術�
③ふれあいサロンと認知症カフェ�

井
いの

上
うえ

理
り

絵
え

准教授

■経 歴 日本福祉大学福祉経営学部医療・福祉マネ
ジメント学科卒業

■専 門 分 野 介護福祉学��
■研究テーマ 介護技術　介護実習指導　タクティールケア

認知症ケア
■担当授業科目 介護福祉論　介護過程　生活支援技術

実習指導など

【講義テーマ例】―――――――――――――――――――
①介護ロボットとコミュニケーション�
②介護の専門性と触れるやさしさ�　　　��
③気持ちが明るくなる認知症ケア�

吉
よし

牟
む

田
た

裕
ゆたか

准教授

■経 歴 筑波大学学術情報処理センター助手
■専 門 分 野 福祉介護情報学
■研究テーマ 介護福祉と情報
■担当授業科目 生活と情報　情報処理演習　福祉ビジネス

医療・福祉とＩＣＴなど

【講義テーマ例】―――――――――――――――――――
①福祉ビジネスとICT�
②デジタル遺品とデジタル終活�　　　��

高校生
高校生

一　般

高校生
高校生 一　般
一　般

高校生
高校生 一　般

石
いし

橋
ばし

郁
いく

子
こ

教授

■経 歴 厚生連高岡看護専門学校卒業
厚生連高岡病院
東京福祉大学社会福祉学部卒業

■専 門 分 野 介護福祉学　コミュ二ケーション
■研究テーマ 家族福祉と介護　介護実習指導
■担当授業科目 医学一般Ⅱ　発達と老化の理解　障害者ケ

ア論
コミュ二ケーション技術

【講義テーマ例】―――――――――――――――――――
①思いの共有�
②人の五感と語感について�
③老いと老いらしさ�

小
こ

平
だいら

達
たつ

夫
お

副学科長・准教授

■経 歴 獨協大学経済学部卒業、介護福祉士経営士1
級、キャリアコンサルタント、産業カウン
セラー、教育カウンセラー

■専 門 分 野 福祉ビジネス
■研究テーマ 買い物弱者支援　介護外国人技能実習生
■担当授業科目 福祉ビジネス　現代社会と福祉　キャリア

デザイン演習　医療秘書実務　富山型福祉
特別講義など

【講義テーマ例】―――――――――――――――――――
①知ってた？介護職はクリエイティブ!!�
②�多職種連携！医療・介護・福祉の仕事を理解しよう!!�

③キャリア・職業人生を考える�

毛
もう

利
り

愉
ゆ

子
こ

講師

■経 歴 金沢福祉専門学校介護教員
富山情報ビジネス専門学校　幼児教育学科卒業

■専 門 分 野 介護福祉学
■研究テーマ 認知症ケア

介護福祉士としての医療的ケア児への支援
■担当授業科目 介護福祉論　生活支援技術　介護過程　実

習指導

【講義テーマ例】―――――――――――――――――――
①�疑似体験を通して高齢者・障害者について学んでみよう�

②家族が認知症？と感じたら�
③介護技術の基礎を学んでみよう�　　　��

高校生
高校生

一　般

高校生

高校生
高校生

高校生
一　般

高校生 一　般



食物栄養学科
専攻科食物栄養専攻

1 栄養士ってどんな仕事？

2 健全な食生活を送るには

3 食べ物を科学する

4 食品の安全を考える

5 心と身体の健康

経営情報学科

1 事務職に必要なスキルって何？

2  情報化社会を生き抜くために 
必要なこと

3 ビジネスの世界に必要な知識あれこれ

4 簿記の知られざる世界

5 コミュニケーションを楽しもう

幼児教育学科

1 �幼稚園・こども園・保育所って 
どんなところ？

2 乳幼児の育ちと保育者の役割

3 幼児期の遊び

4 幼児期の子どもを理解する

5 児童福祉に関わる仕事を知ろう

健康福祉学科

1 ほんとに知ってる？ボランティア

2 対人援助のコミュニケーション技術

3 福祉ビジネスとICT

4 介護の専門性と触れるやさしさ

5  多職種連携！医療・ 介護・ 福祉の仕事
を理解しよう！

出張授業のご依頼の際、参考にしてください。各教員が専門分野の中からわかりやすくお話しします。ホームルー
ムや授業など、特に実施形態は問いません。また、進路指導の一環として出張授業を活用いただいても結構です。�
このリーフレットに掲載されていますメニューは、あくまでも一例です。詳しくは、各教員の講義テーマをご覧く
ださい。謝金、交通費等は一切不要です。なお、受講者は1０ 名以上を目安としてご検討ください。

2019年度 富山短期大学 高等学校向け出張授業メニュー



2019年度 富山短期大学 地域・高等学校等出講プログラム申込書
申込書に必要事項を記入の上、富山短期大学地域連携センターにFAX（076-436-0133）にてお申し込みください。
また、下記事項を明記の上、E-mail（gakusyu@toyama-c.ac.jp）にてお申し込みいただいても結構です。

貴社（団体） 名
貴 校 名

担 　 当 　 者
部 署 ・ 氏 名

部 署 名

ふ り が な

ご 氏 名

住 所

〒　　　　　　－

連 絡 先

電 話 番 号 （　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　－

F A X （　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　－

E - m a i l ＠

出 講 希 望 学 科
※〇で囲んでください。

食物栄養学科　・　幼児教育学科　・　経営情報学科　・　健康福祉学科

出講希望教員名

希望す る テーマ

出 講 希 望 日 時 　年　　　　　　　月　　　　　　　日

出 講 場 所

目 的 等

お問い合わせ・お申し込み

FAX送信方向

〒 93０-０193　富山県富山市願海寺水口 444
TEL�０76-436-5457��FAX�０76-436-０133
E-mail�gakusyu@toyama-c.ac.jp

学校法人 富山国際学園

富山短期大学  地域連携センター


